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交通事故による死者急増! !
9月21日～30日は秋の足立区交通安全運動

おもいやり
人に車に　この街に
～あなたにも、心当たりはありませんか～

運動の
重点

■ 高齢者の交通事故防止　 ■ 二輪車の交通事故防止
■ 夕暮れ時の歩行中と自転車乗用中の交通事故防止
■ シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

区
内
で
は
、
昨
年
1
年
間
で
7
人
だ
っ
た
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

が
、今
年
は
8
月
末
ま
で
で
1
3人
と
急
増
し
て
い
ま
す
(
表
1
)
。そ

の
う
ち
の
6
人
は
6
5歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
が
自
ら
を
守

る
意
識
を
持
つ
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
地
域
全
体
で
も
高
齢
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
に

高
齢
に
な
る
と
気
持
ち
と
行

動
の
ず
れ
か
ら
「
間
に
合
う
と
思

っ
て
道
路
を
渡
っ
た
ら
、ギ
リ
ギ

リ
だ
っ
た
」「
気
が
付
い
た
ら
、

間
近
を
車
が
通
り
過
ぎ
て
い
て

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
」と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。そ
ん
な
経
験
を
踏
ま

え
、み
ん
な
で
交
通
事
故
を
な
く

す
た
め
に
、次
の
こ
と
を
実
践
し

ま
し
ょ
つヽ
。

□
車
な
ど
を
運
転
す
る
方
は

高
齢
者
や
自
転
車
な
ど
を
見

掛
け
た
ら
、思
い
や
り
の
心
を
持

っ
て
、徐
行
し
た
り
十
分
な
間
隔

を
保
つ
な
ど
、自
ら
事
故
を
防
ぐ

防
衛
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
高
齢
の
方
は

夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、反

射
材
を
身
に
付
け
た
り
、自
転
車

の
場
合
は
前
照
灯
を
早
め
に
付

け
る
よ
う
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
身
の
運
動
・
運
転
能

力
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、常
に

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
交
通
事
故
防
止
パ
ネ
ル
展

期
間
=
9
月
2
1
日
～
3
0
囗
場
所

=
区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー

表1 区内での交通事故死亡者数

※ カッコ内は16年1月1日～12月31日での交通擧故死亡者数

信号 無 視

▲ 青信号が点滅を始めたら渡ってはいけま
せん。次の青信号まで待ちましょう

飛び出し

▲ 路地からの急な飛び出しは危険です。必
ず一時停止をして、左右の安全を確認し
ましょう

横断禁 止場所 での横断

▲ 道路の横断は大変危険です。必ず横断歩
道や歩道橋を渡りましょう

良く見 掛けるわ

私たちも気を付けなくちや

子
ど
も
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
せ
ま
し
ょ
う

～
ハ
ー
ト
フ
ル
メ
ッ
ト
T
O
K
Y
O
～

幼
稚
園
児
な
ど
の
保
護
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
と
、
保
護
者
の
約
5
割
が
、
子
ど
も
を
自
転
車
の
補
助
い
す

に
乗
せ
て
い
て
転
倒
し
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
け
が
を
し
た

子
ど
も
の
う
ち
、
約
5

割
が
頭
部
に
け
が

を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頭
部
へ

の
け
が
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
が
と
て
も
有

効
で
す
。

▲ 安全が安心につながります

交
通
安
全
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

交
通
安
全
係
ま
で
　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
2

今号の主な内容
2
・
3
圖
・・・
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
樶
険

の
現
状
と
施
設
利
用
料

4
・
5
圜
・・・
1
6年
度
人
事
行
政
の
運
営
状
況
6

・
7
圜
・・・
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
　

ガ
イ
ド

8
圜
・
・
・
買
べ
`
卜
羣
報
告
戸
印
豊
馨
四
　
　
　
　

霍
`
膃
藕

区長へのファクス
隰3880- 5678　

「区民 の声」を

お待ちしています

新田一丁目「プチテラス」の
土壌汚染について
新田一丁目「プチテラス」の土壌汚染については、

区民の皆様にご心配をおかけし、誠に申し訳ござい
ません。
区の土地開発公社は、平成3 年に、( 仮称) 日暮

里・舎人線の関連用地として工場跡地( 新田一丁目8
番) を購入し、8 年から「プチテラス」として地

元に開放してきました。
今年7 月に、購入当時の重金属の調査結果を発見

し、現在の法律に照らし合わせると土壌汚染の可能
性が高いということが判明しました。
そこで「プチテラス」の閉鎖をし、現在、戦前ま

でさかのぽり、工場で取り扱っていた化学物質の使
用状況調査を終了したところです。
今後、この調査結果に基づき、都の指導のもとに、

土壌分析に入ります。分析結果が出次第、速やかに
適切な土壌処理をしていきます。 問先= 管財係

S3880- 5841

ふるさと足立で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
9
月
1
3日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111

区・ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
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凡

例

ま難: : : ; 澀 昌
、

゛t 畆r 蠢i

泰然一嶌メりsiアF鈩熏

ポ
リ
オ
(
小
児
ま
ひ
)

生
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

□
秋
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種

日
程
等
=
表
1

対
象
1
5

ヵ
月
～
7

歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児

※
接

種
が
1
・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に

は
、
9
月
末
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま

す
。
新
規
対
象
者
以
外
で
予
診
票
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
、
事
前
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
封
の
お

知
ら
せ
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い

持
参
す
る
も
の
=
記

入
済
の
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、

体
温
計
、
上
履
き

申
・
問
先
―
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
ま
た
は
、

健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

□
昭
和
5
0工
一一
年
生
ま
れ
の
方
の
追

加
接
種
(
有
料
)

こ
の
期
間
に
生
ま
れ
た
方
は
、
ポ

リ
オ
の
十
分
な
免
疫
が
っ
い
て
い
な

い
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
年
齢
層
で
ポ
リ
オ
流
行

地
域
へ
渡
航
す
る
方
、
お
子
さ
ん
が

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を
受
け
る
方
、
ま

た
は
子
供
と
接
す
る
機
会
の
多
い
職

業
の
方
は
ポ
リ
オ
予
防
接
種
(
有

料
)
を
お
勧
め
し
ま
す
。
場
所
等

―
区
内
8
ヵ
所
の
医
療
機
関
(
表
3
)

費
用
=
4
千
5
0
0
円

問
先
=

健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

表1 ポリオ生ワクチン予防接種日程一覧

※ いずれも受付時間は、午後1時45分～2時45分
※車での来場、学校への問い合わせはできません
※千寿常東小学校は旧千寿箍四小学校、千寿小学校は旧千寿
第二小学校、千寿双葉小学校は旧元宿小学校です

表3 ポリオ追加接種( 有料) 医療機関

※ 通年で接種できますが、接種日などは事前にお問い合わせください

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

場
所
=
区
内
の
指
定
医
療
機
関

対

象
=
1
8年
3
月
3
1日
現
在
で
、
4
0歳

以
上
の
区
民

※
職
場
な
ど
で
健
康

診
査
を
受
け
る
機
会
が
あ
る
方
を
除

く

内
容
H
診
察
、
血
液
、
尿
、
胸

部
X
線
撮
影
な
ど
に
よ
る
生
活
習
慣

病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機
能
な

ど
の
検
査

※
1
年
度
に
I
回
の
み

申
込
U

▽
(

ガ
キ
…
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
申

し
込
み
」
を
明
記
。
お
よ
そ
2
週
間

後
に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

▽
窓

口
・
:そ
の
場
で
受
診
票
を
発
行

申

先
―
▽
(
ガ
キ
…
成
人
保
健
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

▽
窓
口
・
:保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(表
2
)

ま
た
は
、
成
人
保
健
係

問
先
=

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

ま
た
は
、
成
人
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

生
活
習
慣
改
善
指
導

対
象
H
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
受

診
し
た
結
果
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
'

高
脂
血
症
で
「
要
指
導
」
と
判
定
さ

れ
た
方

内
容
=
通
院
に
よ
る
生
活

習
慣
病
予
防
の
指
導

申
込
=
生
活

習
慣
病
予
防
健
診
を
受
診
し
た
医
療

機
関
へ

問
先
=
成
人
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

肝
機
能
「
要
指
導
」
者

等
ウ
イ
ル
ス
検
査

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
を
過
去
6

力
月
以
内
に
受
診
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
4
0・
5
0・
6
0歳
の
節

目
健
康
診
査
お
よ
び
4
5・
5
5・
6
5・
7
0

歳
の
消
化
器
健
診
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
は
、
健
診
時
に
行
う
た

め
、
こ
の
検
査
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

場
所
=
区
内
の
指
定
医
療
機

関

対
象
―
肝
機
能
検
査
の
結
果
が

「
要
指
導
」
/
過
去
に
大
手
術
を
し

た
/
大
量
の
出
血
を
伴
う
出
産
を
し

た
/
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ

れ
た

内
容
=
B
型
・
C
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査

申
・
問
先
n
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
受
診
票
受
診
者
控
を

持
参
の
上
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(表
2
)

ま
た
は
、
成
人
保
健
係
へ

酋
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

(
2
日
制
)

日
程
等
=
表
4

対
象
=
1
8～
3
9歳

の
区
内
在
住
の
女
性

内
容
=
血
圧

測
定
/
血
液
検
査
/
歯
周
病
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
/
骨
密
度
測
定
/
保
健
・

栄
養
・
歯
科
の
学
習
教
室
ほ
か

定

員
=
各
セ
ン
タ
ー
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
H
電
話

申
・
問
先
H
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)

表2 保健総合センター一覧

表4 女性のための健康づくり日程( 2 日制)
施
設
型
こ
ど
も

シ
ョ

ー
ト

ス
テ
イ

事
業
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

対
象
=
1

歳
6
ヵ
月
～
1
2歳
(
小
学

生
)
で
保
護
者
の
出
産
や
病
気
な
ど

で
、
一
時
的
に
養
育
が
困
難
な
子
ど

も

内
容
=
社
会
福
祉
法
人
友
興
会

児
童
養
護
施
設
「
ク
リ
ス
マ
ス

ー
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
」
で
、
子
ど
も
の
養
育
支

援

利
用
期
間
=
6
泊
7
日
以
内

費
用
=
▽
生
活
保
護
世
帯
・
ひ
と
り

親
で
児
童
育
成
手
当
を
受
給
し
て
い

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
:千
円

▽

そ
の
他
の
世
帯
…
3
千
円

※
い
ず

れ
も
I
大
I
泊

申
・
問
先
=
ク
リ

ス
マ
ス
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

啻
(
3
8
9
0
)
5
2
9
1

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

区
立
あ
や
せ
保
育
園

病
後
児
保
育

利
用
希
望
者
は
事
前
に
区
へ
登
録

が
必
要
で
す
。
対
象
H
保
護
者
が

勤
務
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
の
保
育

が
困
難
な
病
気
回
復
期
の
I
歳
～
就

学
前
ま
で
の
子
ど
も

定
員
1
4

人

保
育
時
間
=
月
～
土
曜
日
、
午
前
8

時
3
0分
～
午
後
6
時
3
0分

※
土
曜

日
は
午
後
1
時
ま
で

費
用
=
1

日
2

千
5
0
0円

※
土
曜
日
は
2
千
円

申
込
=
電
話
で
仮
予
約
後
、
医
師
に

「
病
後
児
保
育
利
用
連
絡
票
」
を
記

入
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
、
電
話
で

予
約

場
・
申
先
―
あ
や
せ
保
育
園

病
後
児
保
育
室

啻
(
5
6
9
7
)
5
4
0
1

問
先
=
保
育
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
3

(乳
)医
療
証
を
郵
送
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
証
は
、
毎
年
1
0月
が

更
新
月
で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
9

月
2
2日
ご
ろ
に
新
し
い
医
療
証
(
淡

い
オ
レ
ン
ジ
色
)
を
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
使
用
中
の
医
療
証

(
若
草
色
)
の
有
効
期
限
は
9
月
3
0

日
で
す
。
1
0月
1
日
以
降
は
使
用
で

き
な
い
の
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
児
童
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

す
こ
や
か
親
子
音
楽
交
流
会

日
時
=
1
0
月
1
4
日
吻
、
午
前
1
0
時
3
0

分
～
正
午
場
所
U
区
役
所
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
U
お
お
む
ね
I
歳
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
=

歌
・
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

講
師
=
山

浩
氏
(
音
楽
家
)

定
員
=
6
0
組

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

9月20日～25日は
動 物 愛 護 週 間

動物は責任と愛情を持って一生飼いましょう

動物愛護週間は、動物愛護
と適正な飼育への関心と理解
を深めるために「動物の愛護
及び管理に関する法律」に基
づき作られました。必要に応
じ、動物には不妊・去勢手術
を行うなど、正しい飼い方やしつけをしましょう。
犬は登録、狂犬病予防注射の手続きをして首輪

に鑑札を着けましょう。猫は事故
の危険やほかの人への迷惑を考
え、屋内で飼育するよう心掛けま
しょう。また、万一の場合を考え、
名札などで身元の表示をしましょ
う。 問先= 住居衛生係

S3880 ―5375

9月24日～30日は
結核予防週間です

2 週間以上の長引く
せきには要注意!
結核はせき、たん、発熱などの症状

で始まります。2 週間以上せきが続い
たら、病院や診療所で受診しましょ
う。
保健総合センターでは、一般健康相
談日に結核の検診
と結核患者の療養
支援および家族・
接触者の健康管理
の支援を行ってい
ます。 問先= 保
健総合 セン ター
( 表2)
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調
理
師
試
験
願
書
配
付
中

配
付
場
所
―
区
役
所
、
足
立
保
健
所

食
品
保
健
係
、
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(表
2
)

申
込
期
間
=
9

月
2
9日

か
ら
1
0月
3
日
の
間
に
都
庁
へ
郵
送

(消
印
有
効
)

試
験
日
=
H

月
2
3

日
㈱

問
先
=
食
品
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

敬
老
の
日
は
銭
湯
へ

日
時
1
9
月
1
9日
㈲

場
所
=
区
内

の
各
銭
湯

対
象
=
6
5歳
以
上
の
方

費
用
1
2
0
0
円

申
込
=
当
日
直
接
銭

湯
で
年
齢
を
告
げ
る
(
証
明
書
は
不

要
)

問
先
n
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

歯
科
健
康
講
座
「
歯
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
ら
～
義
歯
と
上
手

に
付
き
合
う
快
適
生
活
～
」

日
時
=
9
月
2
6
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午

内
容
H
義
歯
(
枷
亂
)
に
つ

い
て
学
ぶ

講
師
=
下
山
和
弘
氏

(東
京
医
科
歯
科
大
学
歯
学
部
教

授
)

定
員
H
3
0人
(
先
着
順
)

申

込
U
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

秋
の
ス
ト
ー
マ
講
演
会

「
初
心
者

の
た
め
の
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
」

日
時
=
1
0
月
8
日
出
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
人
工
肛
門

や
人
工
膀
胱
(
ス
ト
ー
マ
)
を
付
け

た
方

内
容
=
装
具
の
使
い
方
/
工

夫
の
仕
方
/
ス
ト
ー
マ
リ
(
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

講
師
=
平
沢
愛
子
氏

(専
門
看
護
師
)

定
員
-
6
0
人

(先
着
順
)

申
込
―
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス

場
・
申
・
問
先
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室
　

啻
(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

圖
(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

健
康
あ
だ
ち
2
1「
第
3
2回

足
立
区
民
健
康
ま
つ
り
」

日
時
=
9
月
1
7
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

お
よ
び
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=

足
立
区
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
、
柔
道
接
骨
師
会
、
助
産
師

会
お
よ
び
区
の
共
催
で
無
料
健
康
相

談
/
各
種
検
診
/
歯
の
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
ほ
か

問
先
H

足
立
区
薬
剤
師
会

啻
(
5
8
1
-
3
)
8
9
3
3

区
・
衛
生
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

パ
パ
と
マ
マ
の
禁
煙
教
室

日
時
=
1
0
月
8
日
出
、
午
前
1
0
時
～

‥‥一
時
3
0分

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア

対
象
U
妊
娠
・
育
児
中
の
方
、

ぜ
ん
息
児
の
家
族

内
容
―
禁
煙
に

つ
い
て
の
講
演
・
相
談

講
師
=
中

村
靖
氏
(
順
天
堂
大
学
練
馬
病
院
産

婦
人
科
講
師
)

定
員
=
2
0
組
(
先

着
順
)

※
保
育
あ
り
(
事
前
に
電

話
予
約
)

申
込
=
電
話

申
・
問

先
H
公
害
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

食
と
健
康
教
室
「
か
ら
だ

す
っ
き
り
!

健
康
ダ
イ

エ
ッ
ト

」
(
2
日
制
)

日
時
=
9
月
2
7
日
収
・
1
0
月
4
日

㈹
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
U
体
重
、
体
脂
肪
が
気
に
な
る

方
/
生
活
習
慣
病
で
体
重
減
少
が
必

要
な
方

内
容
U
▽
1
日
目
…
健
康

的
に
体
重
を
減
ら
す
食
べ
方
の
コ
ツ

▽
2
日
目
・
:余
分
な
体
脂
肪
を
減
ら

す
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

定
員
1
2
5

人
(
先
着
順
)

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
等
=
表
5

内
容
=
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
を

学
習
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
/
パ
ネ
ル
展

示
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表59月～10月上旬の住区健康フェスティバル

す
く
す
く
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

日
時
等
=
1
0
月
～
1
8
年
3
月
、
毎
月

水
曜
日
(
月
2
回
)
、
午
前
1
0
時
～

H
時
3
0分

対
象
=
第
1
子
で
1
5年
1
0

月
～
1
6年
3
月
生
ま
れ
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者

内
容
=
子
育
て
の
情

報
交
換
や
学
習
を
通
じ
て
友
達
の
輪

を
広
げ
ま
す

※
企
画
・
運
営
は
参

加
者
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
ま
す

定
員
=
4
0
組
(
先
着
順
)

場
・
申
・

問
先
H
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
I
回
の
み
で
す
。

□
2
0～
3
9歳
の
区
民

日
時
1
9
月
2
8
日
㈲
、
午
後
1
時
1
5

分
～
2
時
3
0
分
受
け
付
け
内
容
H

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
・
相
談
/

歯
間
ブ
ラ
シ
・
糸
付
よ
う
じ
な
ど
の

補
助
用
具
を
使
っ
て
の
実
習

定
員
=
3
5

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
竹

の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健

係
7
3
8
5
5
)
5
0
8
2

□
4
0
～
7
0
歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
=
千
人
(
先

着
順
)

申
込
U
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」を
明
記
。

後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

人
権

と

同

和

問

題

の

理
解
の
た
め
に

男
女
平
等

～
互
い
を
尊
重
し
ま
し
よ
う
～

1
5年
2
月
に
内
閣
府
が
調
査
し
た
(

人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
》

で
「
女
性
に
関
し
て
人
権
上
問
題
が

あ
る
と
思
う
の
は
、
ど
ん
な
こ
と

か
」
の
質
問
(
複
数
回
答
可
)
に
対

し
て
、「
職
場
で
の
差
別
待
遇
」
(
3
8・7
%
)

、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
な

ど
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
を
他

人
に
押
し
つ
け
る
」
(
3
5・
2
%
)
。

「
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
」
(
3
1・
9
%
)

な
ど
が
上
位
で
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
男
女
の
役
割
を
固

定
化
し
た
意
識
や
慣
行
が
、
い
ま
だ

社
会
に
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

憲
法
や
世
界
人
権
宣
言
で
は
、
男

女
は
互
い
に
同
じ
権
利
を
持
ち
、
平

等
で
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

男
女
が
社
会
で
対
等
に
活
動
す
る

に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

区
も
1
5年
4
月
1
日
に
「
足
立
区

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
条
例
」
を

施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
基
本

理
念
で
は
、
男
女
の
人
権
を
尊
重

し
、
差
別
的
取
り
扱
い
と
暴
力
を
禁

止
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。人

は
、
性
別
や
年
齢
の
違
い
な
ど

で
身
体
的
な
区
別
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
だ
れ
も
が
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
家
庭
・
地
域
・
職

場
を
築
き
、
互
い
を
尊
重
し
ま
し
ょ

う
。

《
人
権
・
同
和
係
》

介
護
保
険
の
現
状
と
施
設
利
用
料
の
変
更

介
護
保
険
の
現
状

現
在
、
第
3
期
介
護
保
険
事
業
計

画
(
1
8
～
2
0
年
度
)
を
策
定
中
で
す
。

そ
の
中
で
、
6
5歳
以
上
の
方
の
介
護

保
険
料
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
財
源
は
、
保
険
料
と

公
費
(
税
金
)
で
す
(
図
『
・
-
』
。

保
険
料
は
、
保
険
者
で
あ
る
区

が
、
6
5歳
以
上
の
方
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
量
な
ど
の
状
況
変
化
に
よ
り
、
総

費
用
に
応
じ
た
保
険
料
を
設
定
し
ま

す
(
表
6
)
。

第
1
期
(
1
2
～
1
4
年
度
)
の
介
護

保
険
の
総
費
用
は
、
約
4
8
7
億
円
で
、

余
剰
金
(
介
護
保
険
給
付
準
備
基

金
)
が
約
2
0
億
円
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
基
金
を
活
用
し
、
第
2
期
(
1
5
～

1
7年
度
)
の
介
護
保
険
料
は
第
1
期

と
同
額
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
2
期
の
総
費
用
は
要

支
援
・
要
介
護
認
定
者
や
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、
当
初
算
定

し
た
約
7
1
3億円
を
上
回
り
、
約
7
6
9億

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
基
金
を
活

用
し
て
も
不
足
す
る
場
合
に
は
、
都

の
財
政
安
定
化
基
金
か
ら
借
り
入
れ

を
す
る
予
定
で
す
。
借
入
金
は
総
費

用
に
応
じ
設
定
し
、
第
3
期
の
介
護

保
険
料
に
上
乗
せ
さ
れ
、
こ
れ
を
返

還
に
当
て
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問

先
=
介
護
保
険
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
7

図1 介護保険を運営する財源表6 介護保険制度における第1 号保険料と給付費の見通し( 概算)

※ 18～26年度については各年の伸び率を15%として計算

1
0月
か
ら
介
護
保
険
施
設
な
ど

の
利
用
料
が
変
更
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施

設
、
介
護
施
設
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
の
居
住
費
と
食
費
、
通
所
介

護
・
通
所
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

食
費
が
保
険
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
(
表
『
7
』
。

こ
れ
は
、
同
じ
要
介
護
状
態
の
方

で
も
在
宅
生
活
の
場
合
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
負
担
の
ほ
か
に
食
費
、
光
熱

水
費
や
居
住
費
な
ど
を
自
己
負
担
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
施
設
生
活
の

場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
負
担
と
食

材
料
費
の
み
で
あ
り
、
こ
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
た
め
で
す
。
問
先
=

介
護
保
険
課
保
険
給
付
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

表7 介護保険施設等の居住費・食費の基本月額一覧

負
担
額
の
軽
減
制
度

□
負
担
額
の
段
階
設
定

自
己
負
担
額
は
、
課
税
や
年
金
収

入
の
状
況
に
応
じ
て
4
段
階
(
表
8
)

に
区
分
さ
れ
、
申
請
に
よ
り
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

介
護
サ
ー
ビ
ス
(
1
ヵ
月
分
)
の
I

割
負
担
の
合
計
額
が
一
定
の
上
限

額
(
所
得
額
に
よ
り
算
出
)
を
超
え

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
超
え
た
金

額
を
払
い
戻
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

表8 介護保険施設等の自己負担額区分一覧
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お知らせします

人事行政の運営 状況

地方公務員法が改正されたことに伴い、区では17年度から前年
度の人事行政の運営状況を区民の皆さんに公表することになりま
した。内容は、大きく分けて足立区の状況と、23区が共同で設置
している特別区人事委員会の業務の状況です。
今回は、12月に公表予定の職員の給与などの状況を除いた、職

員に関する状況をお知らせします。 ※ 表の数字の単位で、特に表
示がないものは「人」です

お問い合わせは、人事係へ03880 ―5831

足立区の状況
1. 職員状況(表1～3)

表1 職員数 ( 17年4 月1 日現在)

表2 職員採用数 ( 17年4 月1 日付け)

※ I 類は大学卒業程度、Ⅱ類は短大卒業程度、皿類は高校卒業程度の区分です
※ 医師は除く。児指は児童指導、保監は保健衛生監視の略

表3 退職者数 ( 17年3 月31日付け)

※ 医師は除く。児指は児童指導、保監は保健衛生監視、診放は診療放射線、電
話は電話交換、環境は環境技能、設管は設備管理の輅

2. 懲戒処分( 表4)
懲戒処分とは、職員に法令

違反などの一定の義務違反が
あった場合になされる処分
で、免職、停職、減給、戒告
の4 種類が定められていま
す。

表4 区職員の懲戒処分の状1兄( 16年度)

3. 研修実績( 表5)
表5 区職員の研修実績( 16 年度)

4. 昇任( 表6)
表6 区職員の昇任状況 ( 17年4 月1 日)

5. 昇任選考( 表7)
表7 区職員の昇任選考の状況( 16 年度)

6. 公務災害など( 表8)

表8 区職員の勤怠状況( 16 年度)

特別区人事委員会の業務状況

1. 職員の競争試験および選考の状況(表9～13)

1　 採用試験等
表916 年度特別区職員受験資格等

※ I 類は大学卒業程度、Ⅲ類は高校卒業程度の区分です
※★は身体障害者を対象とする採用選考の皓です

表1016 年度特別区職員採用試験日程

表1116 年度特別区職員採用試験実施状況

2　16 年度人事委員会が行った足立区の採用選考
( 1) 指導室長・医師
表12 指導室長・医師の採用状況

( 2) 経験者( 機械・電気) ( 主任主事・係長職)
経験者採用選考は、行いませんでした。

3　 管理職選考
( 1) 受験資格および選考方法
<1 類>[ 〉受験資格… 要綱で定める職種の職務に従事する人

のうち、17年3 月末日現在、年齢55歳未満で、主任
主事以上の在職期間が6 年以上の人
レ選考方法…筆記考査( 択一・記述・論文) 、勤務評
定、口頭試問、適正評定( 技術のみ)

<H 類> レ受験資格… 要綱で定める職種の職務に従事する人
のうち、17年3 月末日現在、年齢47歳以上56歳未満
で、総括係長の在職期間が1 年以上の人

レ選考方法…筆記考査( 論文) 、勤務評定、口頭試問

( 2) 実施状況

表1316 年度特別区管理職選考実施状況( 23 区・特別区人事・厚生
事務組合・特別区競馬組合の合計)

2. 特別区人事 委 員 会による
給 与

、
勤 務時 間 その他の勤

務条件に関する報告および勧告の状況(表14～18)

1　 一般職特別区職員の給与等の報告
表1416 年度特別区人事委員会の意見の申出( 要旨)

2　 公民給与の比較
表15 民間給与実態調査の内容( 16 年4 月)

表16 職員給与等実態調査の内容( 16 年4 月)

※ 平均給与には通勤手当を含まず
※ 民間従業員と比較したのは、新卒採用職員を除く事務・技術の職員

表17 公民較差( 16 年度)

※ 民間従業員、職員ともに本年度の新卒採用者は含まず
※ 民間従業員平均給与、職員平均給与とも通勤手当を含まず

表18 特別綰( 賞与) ( 16 年度)

※ 民間従業員については、15年8 月から16年7 月 までの1 年間に支給された特別
給の状況

3. 勤 務 条
件
に関する措 置の要求状 況

16年度中における足立区の措置要求はありませんでした。

4. 不利益処分に関する不服申し立て状況( 表19)

表19　16年度中における足立区の不服申立ての状況( 単位: 件)

17 年度第1 回
区政モニターアンケート
区は、区政に関するテーマを決

め、定期的に区政モニターアンケー
トを行っています。今回は、「サー
ビスアップ(電話対応)と区民に求
められる職員について」アンケート
を行いました。その集計結果の一部
を紹介します。アンケートの報告書
は、区政情報室、区内図書館でご覧
になれます。回答結果(一部) =
グラフ1調査期間=6月29日～7
月12日 問先= 区民の声係
グラフ1
設 問 職員は能力開発研修などを受けていますが、

サービスアップ、コスト意識、説明責任などの
向上が伝わっていますか?

足立区職員
経験者( 機械・電気) 採用選考
試験日=11 月6 日(日) 選考区分等= 表20 申
し込み用紙配布場所= 区役所1 階案内、人事
係、区民事務所、中央図書館、総合スポーツ
センター 採用予定日=18 年4 月1 日以降
申込=郵送または持参期限=10月25H( 郵
送は消印有効、簡易書留に限る。持参は閉庁
日を除いた午前9時～午後5時)申・問先
=人事係 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1　　　　　

S3880 ―5831
表20 足立区職員採用選考区分、採用予定数および受験資梏

※ 勤務場所は、足立清掃工場ほか
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表21 女性セミ ナー日程等

※ いずれも火曜日、時間は午前10時～正午

表22NPO 講座「人と話すことがすっと楽になる」日程等

・いずれも土曜日、午後1時30分～3時30分
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表23 文化祭展示部門

※ いずれも時間は、午前10時～午後6　
時( 最終日はいずれも午後5 時 まで)

表24 文化祭舞台・大会部門

□ 変更になりました あだち広報8 月25日号5 面「社足立区シルバー人材センターの移転、9月26日からの番号」が変更になりました。
【変更後】03855- 3322S3855- 2666 問先= 産業政策課管理係B3880 ―5182
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認
可
を
取
得
し
ま
し
た

8
月
1
6日
、
足
立
区
画
街
路
第
6

号
線
「
(
仮
称
)
江
北
駅
」
(
西
新
井

本
町
二
丁
目
地
内
)
の
駅
前
交
通
広

場
の
事
業
認
可
を
取
得
し
ま
し
た
。

(仮
称
)
日
暮
里
・
舎
人
線
開
業
に

向
け
、
利
便
性
の
高
い
広
場
の
整
備

を
進
め
ま
す
。
問
先
H
街
路
課
計

画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
2
1

都
市
計
画
の
縦
覧
・
告
示

□
地
区
計
画
原
案
の
縦
覧

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
意
見
書
を
提
出
で
き

ま
す
。
内
容
=
綾
瀬
七
丁
目
地
区

地
区
計
画
の
決
定
区
域
H
綾
瀬
七

丁
目
地
内
縦
覧
期
間
=
9
月
1
3
日

～
2
7
日
意
見
書
提
出
期
間
=
9
月

1
3
日
～
1
0
月
4
日
縦
覧
場
所
・
意

見
書
提
出
先
=
都
市
計
画
係

□
都
市
計
画
の
告
示

告
示
日
=
9
月
1
日

告
示
内
容
H

▽
西
新
井
三
丁
目
地
区
地
区
計
画
の

決
定
、
西
新
井
第
三
住
宅
一
団
地
の

住
宅
施
設
の
変
更
(
西
新
井
三
丁
目

地
内
)

▽
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

(入
谷
一
丁
目
、
鹿
浜
八
丁
目
、
平

野
∇

二
丁
目
各
地
内
)

い
ず
れ
も

問
先
=
都
市
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

桜
花
亭
の
指
定
管
理
者
募
集

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
者
ま
た
は
団
体
…
都
内
で
公
共

的
な
集
会
施
設
の
運
営
な
ど
で
健
全

な
業
務
実
績
を
有
す
る
/
都
ま
た
は

足
立
区
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る

※
募
集
要
項
は
、
9
月
1
2
日
～

9
月
3
0日
ま
で
公
園
管
理
課
(
綾
瀬
2
-
3
0
-
6
)

で
配
付

指
定
期
間
=
1
8

年
4
月
か
ら
3
年
間

□
募
集
説
明
会
を
行
い
ま
す

日
時
=
9
月
2
6日
月
、
午
後
1
時

場
所
=
花
畑
記
念
庭
園
桜
花
亭

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

い
ず
れ
も

申
・
問
先
=
公
園
管
理
課
庶
務
係

啻
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

1
0月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
保
険

証
は
、
9
月
2
0日
ご
ろ
に
普
通
郵
便

で
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し
ま
す
。
届

き
ま
し
た
ら
、
加
入
者
全
員
の
氏

名
・
生
年
月
日
な
ど
の
記
載
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
配
達
記
録
郵

便
を
申
し
込
ん
だ
方
へ
は
、
9
月
1
2

日
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。
窓
口
交
付
を

申
し
込
ん
だ
方
は
、
指
定
期
日
内
に

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係
へ
必
要

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
方

は
短
期
証
(
有
効
期
限
の
短
い
保
険

証
)
の
郵
送
ま
た
は
保
険
証
が
郵
送

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
問

先
=
▽
保
険
証
の
交
付
に
つ
い
て
…

こ
く
ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
保
険
料
未
納
、
短
期
証
に
つ
い
て

・
:こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

検
察
審
査
会
制
度

「
加
害
者
を
告
訴
し
た
が
、
検
察

官
が
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
」
と

い
っ
た
不
満
を
持
つ
方
の
た
め
に
、

検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ

た
一‥一
人
の
検
察
審
査
員
で
構
成
さ

れ
、
事
件
の
記
録
の
調
査
や
、
証
人

を
呼
ぶ
な
ど
し
て
、
事
件
が
不
起
訴

に
な
っ
た
こ
と
が
適
切
だ
っ
た
か
を

国
民
の
視
点
で
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
、
不
起
訴
不
当
ま
た

は
起
訴
相
当
と
い
う
議
決
に
達
す
れ

ば
、
検
察
官
は
こ
の
議
決
を
参
考
に

事
件
を
再
度
検
討
し
、
起
訴
が
相
当

で
あ
る
と
の
結
論
に
達
す
れ
ば
、
起

訴
の
手
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
。

審
査
の
申
し
立
て
や
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
先
=
東
京
第
丁

第
二
検
察
審
査

会

啻
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

区
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

啻
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
9
月
1
3日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

A
-
F
e
s
t
a

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

日
時
=
▽
1
0
月
8
日
倒
、
午
前
一
‥
一
時

～
午
後
3
時
▽
1
0
月
9
日
脚
、
午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
場
所
=
荒
川

河
川
敷
虹
の
広
場

対
象
=
区
内
在

住
の
1
8歳
以
上
の
方
(
出
店
物
品
の

販
売
を
事
業
お
よ
び
副
業
と
し
て
い

る
方
は
不
可
)

区
画
=
各
日
1
0
0区

画
(
抽
選
)

※
I
区
画
3
m
x
3
m

程
度

費
用
=
千
円

申
込
―
往

復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
主
な
出

品
物
、
出
店
希
望
日
を
明
記

※
応

募
は
I

世
帯
に
つ
き
1
枚
。
飲
食

物
、
薬
品
、
化
粧
品
、
生
き
物
、
植

物
、
品
質
保
証
の
で
き
な
い
も
の
な

ど
の
販
売
は
不
可

期
限
=
9
月
2
0

日
必
着

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生

館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

1
8年
度
参
加
団
体
募
集

対
象
=
区
内
の
町
会
・
自
治
会
、学
校

な
ど
の
団
体

内
容
n
「
地
域
の
部
」と

「
学
校
の
部
」に
分
け
て
春
と
秋
に
花

壇
を
審
査
の
上
、賞
を
決
定
し
、表
彰

※
球
根
や
花
の
種
は
区
が
配
付

申

込
=
電
話

期
限
=
9
月
3
0日

申
・

問
先
n
地
域
活
動
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

18年度中学校使用教科用図書が採択されました

次の教科用図書が採択されました。 採択され
た教科書= レ国語… 光村図書( 書写含む) レ社
会… 帝国書院( 地理的分野・地図) 、東京書籍( 歴
史的分野・公民的分野) [ > 数学… 東京書籍[ >
理科… 東京書籍( 第一分野・第二分野) レ音楽
… 教育芸術社( 音楽一般・器楽合奏) レ美術…
日本文教出版 レ保健体育… 東京書籍E 〉技術・
家庭… 東京書籍( 技術分野・家庭分野) [ > 英語
…三省堂 問先= 教育指導係03880- 5974

9 月の休日納税・納付相談

日時=9月25日( 日) 、午前9時～
午後4 時 場所= 区役所 問先=

納税相談係03880 ―5236
納税課徴収推進係03880 ―5237
こくほ年金課納付相談係

03880 ―5243
介護保険課収納管理係

03880 ―5744

野鳥の調査結果が
まとまり ました

平成4 年 か ら毎年 、 区内 在住 の 野烏 モニ タ ー

が 、区 内 の野 鳥の生 息 調査 を行 って い ます。 昨

年 度 は33 人 の モ ニ タ ー が 調 査 を 行 い、76 種 、46, 998

羽 の 野鳥 を確 認し まし た。

昨年 度 まで に132 種 の 野鳥 が確 認さ れ まし た。

こ の中 に は、 オ オルリ や キビ タキ、 ツリス ガ ラ

な ど、 都内 で はあ ま り見 掛 け ない珍 しい 野 鳥 も

確 認さ れて い ます。

□ コ ア ジ サシ など17 種 が区 内で 繁殖

営巣 ・抱卵 ・ヒ ナ・幼鳥 な ど の観察 に よっ て、

繁 殖が確 認さ れた の は17 種 でし た。 昨年6 月 に

は、 区 内 の公 園で コ アジ サシ のヒ ナが観 察 さ れ

まし た。 繁 殖 が確 認 さ れ た野鳥= カルガモ/ チ

ョウゲンボウ/ バン/ コチドリ/ コアジサシ/ キジバト/

ツバメ/ ハ クセキレイ/ ヒヨドリ/ オオヨシキリ/ シジ

ュウカラ/ カワラヒワ/ スズメ/ ムクドリ/ オナガ/ ハ シ

ボソガラス/ ハシブトガラス

いずれも
問先= 環境推進課事業推進係S3880 ―5631

【離婚・相続・借金について/電話による夜間一般相談】※ 電話のみです。面談での夜間相談は行っていません
日時=9月22日㈲、午後5時30分～7時30分　3880- 5359( 専用番号)問先=区民の声相談課相談係
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生
ご
み
た
い
肥
で
豊

か
な
土
作
り

日
時
1
9
月
2
5
日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

講
師
=
蓮

沼
浩
子
氏
(
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
全

国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
板
橋
代
表
)

定

員
=
3
5人
(
抽
選
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
(
ガ
キ
で
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、「
豊
か
な
土
作

り
講
座
希
望
」
を
連
絡

期
限
=
9

月
1
7日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
あ

だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
甼
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

環
境
セ
ミ
ナ
ー
「
プ
ロ
の
自

然
案
内
人
と
歩
く
東
京
」

日
程
等
=
表
『
-

対
象
―
区
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
の
方

※
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴

内
容
=
野
鳥
を
中

心
と
し
た
、
公
園
内
の
自
然
観
察
ほ

か

講
師
=
佐
々
木
洋
氏
(
ブ
ロ
ー
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
)

定
員
-
4
0人
(
抽

選
)

費
用
=
交
通
費
お
よ
び
公
園
の

入
園
料

申
込
I
(
ガ
キ
に
参
加
者

全
員
の
住
所
、氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、年

齢
、電
話
番
号
、参
加
希
望
日
、セ
ミ

ナ
ー
名
を
明
記

※
1
枚
で
3
人
ま

で
申
し
込
み
可

期
限
=
9
月
2
6日

必
着

申
・
問
先
―
環
境
推
進
課
事

業
推
進
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

表1 環境セミナー日程等

※ いずれも時間は、午前10時～　
午後O 時30分。雨天決行
※現地集合・現地解散

漢
方
・
薬
膳
料
理
入
門

講
座
(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
2
場
所
=
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
対
象
=
2
回
と
も
参
加
で

き
る
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

講
師
=
岩
本
治
美
氏
(
岩
本
喜
明
堂

薬
局
薬
剤
師
)
定
員
H
4
0
人
(
抽

選
)
費
用
n
千
円
(
材
料
費
)
申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
講
座
名
を
明
記
期
限
u

9
月
2
0日
必
着

申
・
問
先
=
消

費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

表2 漢方・薬膳料理入門講座日程等
心
身
障
害
教
育
懇
談
会

日
時
=
9
月
2
2日
㈲
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象
―
心
身
障
害
教
育
に
関
心
の
あ

る
方

※
保
育
あ
り

内
容
=
区
立

小
・
中
学
校
心
身
障
害
学
級
の
紹
介
/

保
護
者
の
体
験
談
/
日
ご
ろ
の
悩

み
や
進
路
に
つ
い
て
の
懇
談
・
意
見

交
換
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

問
先
―
学
務
課
心
身
障
害
就
学

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
6

マ
イ
タ
ウ
ン
就
職
面
接
会

日
時
H
9
月
2
7
日
収
、
午
後
1
時
～

4
時
(
受
け
付
け
は
、
午
後
O
時
3
0

分
か
ら
)

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

I
ル

内
容
=
足
立
・
荒
川
区
内
の

企
業
約
3
0社
が
参
加
し
、
そ
の
場
で

人
事
担
当
者
と
面
接
(
何
社
で
も
面

接
で
き
る
の
で
、
複
数
の
履
歴
書
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
)
問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
企
画
調
整
部
門
　

啻
(
3
8
7
0
)
8
8
9
6

区
・
産
業
政
策
課
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
休
演

9
月
2
7日
～
3
0日
は
番
組
入
れ
替

え
の
た
め
、
休
演
し
ま
す
。
問
先
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ
ど
も
科
学

館

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
1
9
月
1
6日
面
、
午
後
O
時
2
5

分
～
1
時

場
所
=
区
役
所
1
階
区

民
ロ
ビ
ー

出
演
―
足
立
区
三
曲
協

会

問
先
=
文
化
支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

プ
チ
展
示

「
近
現
代
の
千
住
宿
」

日
時
1
9

月
1
7
日
～

‥
1
1
(
月
3
0
日

、
い

ず

れ
も
午

前
1
0
時
～

午
後
4

時

内迴
略

容
=

千
住

一
丁

目
問

屋
場

・
貫

目

改

所

の
発
掘

調
査
(
1
2

年
度

実
施
)

で

出
土

し

た

、
明

治

時
代
以

降

の
陶
磁

器

や
灯
火

具

な
ど

の
生
活

雑
器

を
展

示
し

、
近

代

か
ら

現
代

の
町
場

の
生

活

を
紹
介

申

込
=

当
日

直
接

会
場

へ

場

・
問
先
=

伊

興
遺

跡
公

園
　

日
(
3
8
9
8
)
9
1
1
1

「
子
ど
も
会
指
導
者
講

座
」
参
加
者
募
集

日
程
等
=
表
3

場
所
=
青
少
年
セ

ン
タ
ー

対
象
=
1
8歳
以
上
で
、
子

ど
も
会
な
ど
の
地
域
活
動
で
指
導
者

と
し
て
活
躍
し
た
い
方

内
容
U
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ス
タ
ン
ツ
(
即
興

劇
)
を
学
習
。
全
日
程
出
席
し
た
方

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の

講
師
と
し
て
登
録
可
能

定
員
H
5
0

人
(
抽
選
)

申
込
=

電
話

期
限
=
1
0

月
7
日

申
・
問
先
=
青
少
年

事
業
係

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
-
6
9

表3 子ども会指導者講座日程籌

※ いずれも土曜日、賎は午後2時～4時

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
9
月
2
4日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
幼
児
は

保
護
者
同
伴
。
障
害
の
あ
る
子
も
な

い
子
も
来
て
く
だ
さ
い

内
容
=
　

「
わ
い
わ
い
ラ
ン
ド
で
遊
ぼ
う
」
…

魚
釣
り
/
ボ
ウ
リ
ン
グ
ほ
か

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
―

西
保
木
間
児
童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

総
合
住
宅
相
談
会

□
住
ま
い
情
報
展

日
時
=
1
0
月
1
7
日
～
2
1
日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
※
1
7
日
は
午
後
1

時
か
ら
、
2
1日
は
午
後
3
時
ま
で

場
所
=
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

□
総
合
住
宅
相
談

日
時
=
1
0
月
1
9
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ

I
ル

内
容
H
建
築
、
不
動
産
、
融

資
、
税
金
、
法
律
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
各
専
門
家
が
応
じ
る
、
住
宅
全

般
の
相
談
会

申
込
=
電
話

期
限
=
1
0

月
‥‥一
日

※
後
日
、
相
談
時
間

を
連
絡

申
先
=
住
宅
計
画
係

い
ず
れ
も

問
先
=
住
宅
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

N
P
O
講
座
に
参
加
し
よ
う

□
見
た
い
・
聞
き
た
い
・
N
P
O

日
時
=
1
0
月
6
日
㈲
、
午
後
7
時
～

8
時
3
0分

場
所
=
N
P
O
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー

内
容
=
N
P
O
に
関

す
る
基
礎
的
な
内
容

□
企
画
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

日
時
U
1
0月
7
日
金
、
午
後
7
時
～

9
時
1
5分

場
所
u
学
び
ピ
ア
2
1

対
象
=
N
P
o
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
N
P
o

の
運
営
に
興
味
の
あ
る
方

内

容
=
N
P
o
の
事
業
企
画
力
の
強
化

と
助
成
金
申
請
書
の
書
き
方
を
、
実

習
を
交
え
な
が
ら
学
習

講
師
=
粉

川
一
郎
氏
(
武
蔵
大
学
講
師
)

い
ず
れ
も

定

員
n

各
3
0
人
(

先

着

順
)

申

込
=

電
話

、
フ
ァ

ク
ス

、E

メ
ー
ル

で

住

所

、
氏

名

、
電

話
番
号

、
E

メ
ー

ル

ア

ド

レ

ス
(

持

っ

て

い

る

方

の

み
)

、
希

望

す

る
講

座

名

を

連

絡

期

限
=
1
0

月
5

日

申

・
問

先
=
N
P
O

活

動
支

援
セ

ン

タ
ー

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　

囲
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

0
n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う

消
費
者
の
く
ら
し
～

個
人
情
報
は
あ
な
た
の
も
の

身
に
覚
え
が
な
い
料
金
請
求
の
(

ガ
キ
や
突
然
の
電
話
勧
誘
。
見
知
ら

ぬ
相
手
に
氏
名
や
住
所
な
ど
を
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
不
安
を
覚
え
、
個

人
情
報
の
入
手
先
な
ど
を
連
絡
先
に

問
い
合
わ
せ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
。し
か
し
、
明
確
な
回
答
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

4
月
に
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
全
面
的
に
施
行
さ

れ
、
現
在
は
民
間
事
業
者
も
無
責
任

な
対
応
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
氏
名
、
生
年
月

日
な
ど
の
ほ
か
、
生
存
す
る
特
定
人

を
識
別
で
き
る
情
報
の
す
べ
て
を
個

人
情
報
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
個
人
情
報
を
事
業
の
た
め
に

使
う
場
合
は
、
(
1
)
適
正
な
方
法
で
入

手
す
る
こ
と
(
2
)取
得
し
た
場
合
は

利
用
目
的
を
本
人
に
通
知
ま
た
は
公

表
す
る
こ
と
(
3
)情
報
漏
れ
や
滅
失

な
ど
の
防
止
に
対
す
る
適
切
な
措
置

を
取
る
こ
と
(
4
)本
人
の
同
意
を
得

る
こ
と
な
く
第
三
者
に
提
供
し
な
い

こ
と
(
5
)本
人
か
ら
の
開
示
要
求
、

訂
正
・
削
除
請
求
さ
ら
に
は
利
用
停

止
の
要
求
に
対
し
て
対
応
す
る
こ
と

な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
者
す
べ
て
に
規
制
が
適
用
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
人
が
情
報

の
訂
正

、
削
除
要
求
が
で
き
る
の

も
、
情
報
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に
限

ら
れ
る
な
ど
、制
約
は
あ
り
ま
す
が
、こ

の
法
律
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
は
事
業

者
で
は
な
く
、本
人
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
の
情
報
を
安
易
に
提
供
し
な

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
提
供
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
で
も
、
利
用
目
的
や

事
業
者
の
個
人
情
報
の
管
理
体
制
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
疑

問
が
あ
る
場
合
は
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
何
よ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
情
報
は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
覚

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

{
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

掲

示

板

□
父
母
の
会
バ
ザ
ー

日
時
=
9
月
2
5日
㈲
、
午
前
1
0時
～

午
後
2
時

場
所
―
竹
の
塚
障
害
福

祉
館

内
容
H
模
擬
店
ほ
か

※
日

用
雑
貨
な
ど
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま

す

問
先
u
足
立
区
肢
体
不
自
由
児

者
父
母
の
会

啻
(
3
8
8
3
)
1
1
1
つ
`

□
ア
イ
ヌ
文
化
に
触
れ
、
体
験
す
る

集
い

日
時
=
1
0月
9
日
㈲

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
n

体
験
学
習
(
午
前
1
0
時
3
0

分
、
要
事
前
申
し
込
み
)
/

古
式
舞

踏
公
演
(
午
後
7
時
)

問
先
=
ア

イ
ヌ

ー
ラ
マ
ッ
ト
実
行
委
員
会

啻
0
9
0
(
6
0
1
2
)
0
9
0
`
j

□
区
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
(
全
1
0

回
)

日
時
=
▽
昼
の
部
・
:
午
後
1
時
～
3

時
▽
夜
の
部
…
午
後
8
時
～
1
0
時

場
所
=
▽
昼
の
部
…
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ

リ
ン
グ
(
9
月
2
8日
以
降
毎
週
水
曜

日
)
/

竹
の
塚
フ
ジ
ボ
ウ
ル
(
1
0月
4

日
以
降
毎
週
火
曜
日
)

▽
夜
の

部
・
:
マ
ル
ア
イ
ボ
ウ
リ
ン
グ
(
9
月
2
8

日
以
降
毎
週
水
曜
日
)

費
用
=
I

回
千
2
0
0円

※
初
回
の
み
、
別
途

千
円
必
要
(
教
本
代
な
ど
)

申
・

問

先
=

足

立

区

ボ

ウ
リ

ン

グ

連

盟

・

浪

岡
(

マ

ル

ア

イ

ボ

ウ

リ

ン

グ

内
)
　
　

啻
(
3
8
8
8
)
0
7
0
7

□

東

京

都

国

民

保

護

計

画

素

案

へ

の

意

見

を

募

集

し

ま

す

国

民

保

護

計

画

は

、
外

部

か

ら
の
武

力

攻

撃

や
テ
ロ
な

ど
に

際

し

、
住

民

の

避

難

や
救

援

な

ど
を

じ
ん

速

、
的

確

に

行

う

た
め
の
も
の
で

す

。
素

案

は
都

・
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま

た
は
区

・
危

機

管

理

課

な

ど
に

あ

る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト

を

ご
覧

く

だ

さ
い

。

問

先
U

都

・
総

合

防

災

部

国

民

保

護

法

制
啻
(
5
3
8
8
)
2
5
4
9

褪
h
t
t
p
:
y
y
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
m
e
t
r
o
.
t
o

k
y
o
.
j
p
/

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! !
好きです。あだち』

ひかっち番組案内

今回の番組( 9/ 19 ～25) は、
「日ごろの備えがあなたを救う( 仮称) 」
1日3回放送(午前9時30分、午後0
時30 分、午後6 時)

区内 の一部地 域で震度5 強 の最 大震
度 を記 録し た ワ月23 日 の千葉 県北 西
部地震をはじ め、最近大きな地震が起
こ っています。
突然襲ってく る大 地震。日ごろ から

の備えが大切とわかっていても、なか
なか準備が進まない 方も多い のでは。
番組では、知っておきたい ・やってお
きたい日ごろ の備え や、地域で取り組
む地震対策のヒントを紹介し ます。お
見逃しなく! 　　　　　　　《広報係)
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アスベスト総合対策と施設調査の中間報告
区では、「アスベスト問題」についてアスベスト対策推進会議を設置し、総合対策の検討と施設調

査を行ってきました。今回、アスベストに関する総合相談窓口「アスベスト110番」を設置しました。

■ ア ス ベ ス ト 総 合 対 策 ■
□ ア ス ベ ス ト110 番 の 開 設
アスベストに関する総合相談窓口「アスベスト110番」を環境保全課に

設置しました。また、個別の相談については( 表1) でも受け付けてい
ます。
□ 健 康 相 談 の 実 施
区内5 ヵ所の中央本町・竹の塚・江北・千住・東和保健総合センター

で健康相談を受け付けています。くわしくは、保健総合センター( 表1)
へお問い合わせください。
□ 私 有 建 築 物 の ア ス ベ ス ト対策 支援
専門家の派遣
自宅などの建材のアスベスト使用について、心配な方の相談を受け

ています。調査が必要な場合には、専門家を無料で派遣します。
検査機関の紹介
建材の成分分析が必要な場合は、検査機関を紹介します。検査費用
は自己負担です。
アスベスト除去工事費の補助
レ個人住宅…住宅改良助成の対象工事として借り入れた工事費の10分
の1( 限度額30万円) を補助します。問先= 住宅課住宅管理係

03880- 5938　
レ中小事業所… アスベスト飛散防止資金の融資あっせんと利子補給を
行います( 本人の利子負担率1%) 。 問先= 環境保全課調査係

O3880 ―5367
□ 大 気 の ア ス ベ ス ト 濃 度 調 査の 実施
9月5日～9日に、区内3ヵ所で大気中のアスベスト濃度測定を実施

しました。調査結果は広報紙などで公表します。

アスベスト総合相談窓口を設置しています

アスベスト110 番: 　3880- 5514
(環境保全課内)

受付時間=午前8時30分～午後5時(平日)

■ 区施設のアスベスト調査中間報告■
区の543施設と小・中学校、幼稚園など112施設の計655施設ついて、設

計図書によるアスベスト調査が終了しました。その結果558施設で安全が
確認されました。
なお、97施設については、万全を期すために現場調査を行います。

この現場調査で露出の吹き付け材が確認された場合は、その都度検査を
実施し、必要に応じて適切な対策を行います。
また、9 月1 日現在、14施設で成分分析と空気検査を実施しており、

この中で上総湊健康学園体育館と倉庫は使用を中止しています。

表1 アスベスト相談窓口一覧

元
気
な
高
齢
者
を
後
押
し
!

地
域
の
中
で
生
き
い
き
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

6
0歳
以
上
の
方
が
、
健
康
で
生
き
い
き
と
活

動
す
る
た
め
の
施
設
が
老
人
館
で
す
。
区
内

に
は
、
住
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
含
め
、
現
在
4
9

の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
興
味
や
関
心

に
応
じ
た
、
生
き
が
い
活
動
や
健
康
の
保
持
・

増
進
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

老
人
館
利
用
案
内

開
館
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後

5
時

対
象
=
6
0歳
以
上
の
区

民

休
館
日
=
日
・
祝
日
、
年
末

年
始
、
館
内
清
掃
日
(
西
部
・
千

住
老
人
館
、老
人
会
館
は
、
月
曜

日
も
休
館
)

住
区
セ
ン
タ
ー
開
設
2
5周
年
事
業

□
作
品
展
示

日
時
=
9
月
1
2日
～
1
6日

場

所
=
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

□
記
念
式
典
、
講
演
会
、
住
区
セ

ン
タ
ー
の
発
表

日
時
=
9
月
1
6日
面
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0分

場
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
は

指
導
相
談
係
ま
で

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

老
人
会
館
の
書
道
教
室

(後
期
分
)

日
程
等
=
1
0
月
～
1
8
年
3
月
ま

で
の
第
2
・
第
4
火
曜
日
、
午
後

1
時
～
2
時
3
0
分
対
象
=
区

内
在
住
で
6
0歳
以
上
の
方

※
前

期
受
講
し
た
方
や
、
ほ
か
の
教
室

を
現
在
受
講
中
の
方
は
申
し
込
め

ま
せ
ん

定
員
H
3
0人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
年
齢
、
電
話
番

号
、
書
道
教
室
希
望
を
明
記

期

限
H
9
月
2
0日
必
着

場
・
申
・

問
先
=
老
人
会
館

〒
圖
・
0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-
1

啻
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

直木賞受賞作家
朱川湊人さんに特別文化功労賞

9
月
2
日
、
第
1
3
3
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
朱
川
湊

人
さ
ん
に
対
し
、
区
は
そ
の
功
績
を
た
た
え
「
足
立

区
特
別
文
化
功
労
賞
」
を
贈
り
ま
し
た
。

次
回
作
は
、
昭
和
3
0年
代
の
足
立
区
梅
田
を
舞
台

に
し
た
も
の
に
な
る
そ
う
で
す
。
楽
し
み
で
す
ね
。

朱
川
さ
ん
の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
!

1
鈴
木
区
長
か
ら
表
彰

を
受
け
る
朱
川
さ
ん

黔
区
内
で
の
昔
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た

印
鑑
登
録
関
係
書
類
の

誤
廃
棄
に
つ
い
て

千
住
区
民
事
務
所
で
保
管
し
て
い

る
文
書
の
う
ち
、
平
成
1
5年
H
月
か

ら
1
6年
2
月
ま
で
の
間
に
受
け
付
け

を
し
た
、
印
鑑
登
録
証
明
交
付
申
請

書
(
9
千
2
0
9枚)
お
よ
び
印
鑑
登
録

申
請
書
(
一一一
枚
)
を
保
存
期
間
中
に

誤
っ
て
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

該
当
文
書
は
溶
解
処
分
を
し
て
お

り
、
個
人
情
報
が
流
出
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
今
回
の
誤
廃
棄
を
重
く

受
け
止
め
、
再
発
防
止
対
策
を
9
月

中
に
作
成
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
区
民
の
皆

様
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
先
=
千
住
区
民
事
務
所

啻
(
3
8
8
2
)
1
1
3
`
j
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